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【目的】腎臓はネフロンと呼ばれる毛細血管と尿細管から成る機能単位の集合体である。

ネフロンの発生は胎生３６週までで終了し、出生以降その数は増加することがない。従っ

て、ネフロン数は胎生期の発育環境に大きく影響され、最大で１０倍近くの個体差がある

ことが知られている。また、個人の総ネフロン数は出生時体重と強く相関することから、

潜在的に低ネフロン数である低出生体重（LBW）児はその成長過程で巣状糸球体硬化症（FSGS）

に代表される慢性腎臓病を発症し、末期腎不全に至るリスクが高いと考えられている。	
 

ヒトの総ネフロン数を計測したこれまでの報告はいずれも剖検例を対象とした研究であり、

生体で評価可能な腎生検標本において、ネフロン数に注目した報告はほとんどない。我々

は腎生検標本における糸球体密度（標本中の腎皮質面積あたりの総糸球体数）が個人のネ

フロン数の間接的マーカーになりうる可能性を報告したが、これまでに対象とした成人症

例では出生から腎生検診断までの期間が長く、出生時体重に関する情報を入手することが

困難であった。今回我々は出生児体重が明らかになっている小児の腎生検標本を用い、LBW

児において糸球体密度を含む病理組織学的特徴を明らかにすることを目的に検討を行った。	
 

【対象・方法】小児期に腎生検にて FSGS と診断され、LBW であった８症例（LBW-FSGS）と、

FSGS と診断され正常出生体重（NBW）であった 10 例（NBW-FSGS）を抽出した。さらに、微

小変化型（MCNS）と診断された症例において、LBW 例におよび年齢を一致させ NBW であった

8 症例(NBW-MCNS)を抽出し、糸球体密度を含む臨床組織学的所見を比較検討した。	
 

【結果】平均出生時体重は LBW-FSGS 群は 944±537g、NBW-FSGS 群 3133±323g、NBW-MCNS

群 3166±393g であった。糸球体数と関連するとされる年齢、BMI、血圧は腎生検時 3 群間

で有意差を認めなかった。組織学的には LBE-FSGS 群は他の 2 群と比較して GD は有意に低

値であり、糸球体容積は有意に高値であった。各症例の GD が NBW-MCNS 群では 1.8-7.1/mm2

の範囲で分布するのに対し、LBW-FSGS 群では 0.2-2.1/mm2と低値かつ狭い範囲に偏在してい

た。	
 

【結論】LBW 群の腎生検では顕著な低糸球体密度と糸球体腫大が認められた。低体重で出生

した小児では低ネフロン数を反映した特有の腎生検所見を呈している可能性が考えられた。	
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